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3) ミャンマーの Bago Region，Ayarwaddy Region 及び Tanintharyi Region で，サラシア及び縮砂
の資源植物の野生状況を調査した（ミャンマー保健省伝統医療局との共同研究）。
Ⅱ）薬用植物・生薬の多様性の解析 




2) 長野県で系統保存されているダイオウ（Rheum coreanum×R. palmatum）について，核 ITS
領域の塩基配列の解析を行い，交配種の系統推定には ITS 配列が有用であることを示唆し
た。
3) モンゴル産 Saposhnikovia divaricata について LCMS による成分プロファイリングを行い，
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 Yasenjiang AXIMU（10 月入学），劉群棟（10 月入学）
 大学院博士 1 年：喩歓歓（10 月入学）
大学院博士 2 年：Zolboo BATSUKH（10 月入学）
大学院博士 3 年：浅沼舞
 客員研究員：Simlice Joel TATSIMO NDENDOUNG（2017, 6/1～2017, 11/29）




 侯志艷： Search on anti-allodynic compounds from Plantaginis Semen that suppress 
paclitaxel-induced peripheral neuropathic pain
（パクリタキセル誘発末梢神経障害性疼痛を抑制する車前子成分の探索）
 張含培：骨砕補の遺伝子解析による基原同定法の開発と品質評価






















 1) 蔡少青（中国・北京大学薬学院），Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大
学）：伝統薬のサステイナビリティと現地還元を指向したアジアの薬用植物の調査研
究，2015～2017
 2) Dr. Yi Yi Myint, Mr. Kya Soe（ミャンマ ・ー保健省伝統医療局）：Field Research, and Genetic 
and Chemical Analyses on Myanmar Medicinal Plant，2016～
 3) Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大学）：Field Research, and Chemical 














5) 平成 28 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「薬用植
物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究」（分担：小
松かつ子）：「国際的視野に立脚した薬用植物資源，関連情報の集積・調査研究」





7) 平成 29 年度熱帯医学研究拠点一般共同研究（代表：小松かつ子，分担：當銘一文，
朱姝）「生薬由来新規抗マラリア薬の探索」







 11) 平成 29 年度和漢医薬学総合研究所公募型共同研究，一般研究Ⅰ（分担：小松かつ子，
當銘一文）「車前子成分を基盤とした抗がん薬誘発末梢神経障害性異常感覚の予防・
治療薬シーズの同定」
 12) 平成 29 年度和漢医薬学総合研究所公募型共同研究，一般研究Ⅰ（分担：當銘一文，
小松かつ子）「漢方方剤・生薬由来新規抗マラリア薬の探索」
 13) 平成 29 年度和漢医薬学総合研究所公募型共同研究，一般研究Ⅰ（分担：小松かつ子）
「麹菌の発酵により変化する成分に焦点を当てた神麹の品質評価法の確立」
◇研究室在籍者 
 学部 3 年生：山本祥雅
 学部 4 年生：高尾汐織，花澤志帆
 学部 5 年生：堀田健一郎，君島伸
 学部 6 年生：白川愛扇，富田有紀
 大学院修士 2 年：侯 志艷，張含培
 Yasenjiang AXIMU（10 月入学），劉群棟（10 月入学）
 大学院博士 1 年：喩 歓歓（10 月入学）
大学院博士 2 年：Zolboo BATSUKH（10 月入学）
大学院博士 3 年：浅沼舞
 客員研究員：Simlice Joel TATSIMO NDENDOUNG（2017, 6/1～2017, 11/29）




 侯志艷： Search on anti-allodynic compounds from Plantaginis Semen that suppress 
paclitaxel-induced peripheral neuropathic pain
（パクリタキセル誘発末梢神経障害性疼痛を抑制する車前子成分の探索）
 張含培：骨砕補の遺伝子解析による基原同定法の開発と品質評価






















 1) 蔡少青（中国・北京大学薬学院），Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大
学）：伝統薬のサステイナビリティと現地還元を指向したアジアの薬用植物の調査研
究，2015～2017
 2) Dr. Yi Yi Myint, Mr. Kya Soe（ミャンマ ・ー保健省伝統医療局）：Field Research, and Genetic 
and Chemical Analyses on Myanmar Medicinal Plant，2016～
 3) Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大学）：Field Research, and Chemical 














5) 平成 28 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「薬用植
物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究」（分担：小
松かつ子）：「国際的視野に立脚した薬用植物資源，関連情報の集積・調査研究」
6) 平成 27 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「安心・
安全・高品質な漢方薬原料生薬の持続的利用を指向した薬用植物バイオナーサリー
の構築とブランド生薬の開発に関する研究」（分担：小松かつ子，協力者：當銘一文，
